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国
際
社
会
の
歴
史
的
発
展
過
程
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
現
象
の
一
つ
は
、
国
際
社
会
の
組
織
化
の
傾
向
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
国
家
主

権
の
制
限
に
関
す
る
諸
問
題
で
あ
ろ
う
。
国
家
主
権
は
近
代
国
際
法
の
法
内
容
概
念
と
し
て
認
め
ら
れ
、
近
代
国
際
法
の
本
質
的
な
構
造
を
規

定
す
る
基
本
観
念
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
今
日
に
お
い
て
も
本
質
的
に
は
変
っ
て
お
ら
ず
、
国
家
対
国
家
の
水
平
的
関
係
に
お

い
て
は
な
お
そ
の
存
在
理
由
を
も
っ
て
い
る
。
現
代
国
際
社
会
の
構
造
変
化
と
い
っ
た
状
況
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
諸
国
や
ア
ジ
ア
．
ア
フ

リ
カ
な
ど
の
新
興
諸
国
の
国
際
法
理
論
や
実
践
過
程
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
主
権
観
念
あ
る
い
は
国
家
主
権
尊
重
の
原
則
は
強
調
さ
え
さ

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
「
最
近
に
お
け
る
国
際
社
会
の
組
織
化
の
現
象
と
と
も
に
、
国
家
主
権
が
、
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国
際
組
織
と
の
関
係
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
制
限
せ
ら
れ
る
傾
向
を
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た
問
題
が
新
し
く
提
起
さ
れ
て

　
（
1
）

い
る
」
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
代
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
主
権
の
現
代
的
意
義
に
つ

い
て
、
あ
る
い
は
国
際
社
会
の
組
織
化
の
傾
向
に
伴
う
国
家
主
権
制
限
に
関
す
る
諸
問
題
を
実
際
の
国
際
的
諸
現
象
の
検
討
を
通
じ
て
如
何
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

把
握
す
る
か
が
一
つ
の
研
究
課
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
田
畑
茂
二
郎
・
国
際
法
・
岩
波
全
書
（
一
九
六
九
年
）
一
九
二
頁
。
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（
2
）
　
国
家
主
権
と
現
代
国
際
法
、
換
言
す
れ
ば
国
家
主
権
の
現
代
的
意
義
と
い
う
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
場
合
、
田
畑
教
授
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が

　
　
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
今
日
の
国
際
社
会
は
…
…
次
第
に
組
織
化
へ
の
方
向
に
向
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
8
ヨ
ヨ
昌
ぞ
6
幕
簿
＆
冥
・
3

　
　
α
賃
Φ
の
に
よ
る
処
理
を
必
要
と
す
る
事
項
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
国
家
主
権
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
っ
た
間
題
が
新
し
く

　
　
提
起
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
国
際
社
会
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
現
象
は
、
経
済
的
・
軍
事
的
に
大
国
と
小
国
と
の
問
の

　
　
カ
の
格
差
が
大
ぎ
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
家
の
独
立
や
主
権
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
実
際
に
名
目
的
形
式
的
な
も
の
に
な

　
　
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
国
の
独
立
を
、
実
際
に
守
る
た
め
に
は
、
国
家
間
の
自
由
放
任
葱
。・
。

・
撃
㌶
お
の
ま
ま
に
放
置
す
る
こ
と
は
適
当
で

　
　
な
く
、
国
際
社
会
の
全
体
的
な
立
場
か
ら
の
調
整
が
あ
る
て
い
ど
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
国
家
の
個
別
的
立
場
と
国
際
社
会

　
　
の
全
体
的
立
場
と
の
調
和
を
ど
の
よ
う
に
は
か
る
か
が
、
今
日
国
家
主
権
を
語
る
場
合
、
残
さ
れ
た
重
要
な
閥
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
と
い
う
点
に
基
づ
く
ア
プ
・
ー
チ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
田
畑
茂
二
郎
「
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
主
権
」
公
法
研
究
笥
三
十
三
号
（
艮
本
公
法
学

　
　
会
、
一
九
七
一
年
）
二
二
ー
一
五
頁
。
こ
の
ほ
か
、
田
畑
「
国
家
主
権
の
現
代
的
意
義
」
『
現
代
国
際
法
の
諸
問
題
』
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
一
年
六
月

　
　
号
七
一
、
頁
以
下
、
高
野
雄
一
「
主
撫
と
現
代
国
際
法
」
岩
波
講
座
現
代
法
第
一
二
巻
（
現
代
法
と
国
際
社
会
）
二
頁
以
下
な
ど
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
さ
て
、
本
書
で
は
、
序
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
約
な
国
家
主
権
観
念
（
霞
＆
置
9
巴
8
9
Φ
営
9
尽
3
蕎
房
○
＜
R
Φ
一
讐
q
）
と
超
国
家

主
義
（
。
り
后
冨
轟
ぎ
葛
房
ヨ
）
あ
る
い
は
超
国
家
的
権
限
（
。
。
后
冨
惹
ぎ
轟
∈
○
巧
の
邑
と
を
基
軸
と
し
て
、
主
権
の
若
干
の
制
限
（
8
艮
巴
口
お
。。
雫

算
δ
房
○
房
o
お
匡
碧
2
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
　
「
超
国
家
的
（
ω
后
鵠
b
讐
圃
8
巴
）
」
と
い
う
用
語
は
政
治
学
上
の
語
彙
で
比
較
的
新
し

い
用
語
で
あ
り
朋
確
な
定
義
は
な
い
が
、
　
一
般
的
に
は
、
巴
雪
巴
〇
二
日
①
旨
注
o
轟
＝
日
お
同
客
8
ぴ
身
o
＆
ヨ
R
Φ
舜
Φ
茜
○
詣
ヨ
ヨ
Φ
旨
筈
ω
B

莞
毎
岳
房
ぎ
旨
○
ダ
8
階
同
巴
望
器
ヨ
を
示
す
と
述
べ
、
現
代
の
国
際
的
な
諸
組
織
に
み
ら
れ
る
超
国
家
主
義
の
程
度
を
測
る
一
つ
の
手
段
は
、

国
際
裁
判
（
身
①
旨
讐
δ
暴
一
蝕
甘
島
8
ぎ
p
）
に
つ
い
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
国
際
的
な
〃
法
の
支
配
〃
の
展
開
は
、
世
界
的
秩
序

へ
の
途
に
よ
り
接
近
し
た
場
面
の
一
つ
を
示
す
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
本
書
の
構
成
は
、
第
一
章
主
権
と
超
国
家
主
義
、
第
．
一
章
中
米
司
法
裁
判
所
、
第
三
章
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
、
第
四
章
国
際
司
法
裁
判
所
、

第
五
章
ヨ
ー
ロ
ッ
。
バ
共
同
体
裁
判
所
、
第
六
章
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
人
権
裁
判
所
、
第
七
章
概
要
及
び
結
論
、
と
い
う
形
を
と
り
、
基
本
的
に
政
治
的
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・
法
律
的
研
究
の
立
場
か
ら
考
察
が
進
め
ら
れ
る
。
右
の
構
成
を
大
別
す
れ
ば
一
、
ぢ
の
部
分
か
ら
な
り
、
最
初
の
部
分
（
第
一
章
）
で
は
、
現

代
の
国
際
関
係
に
お
け
る
国
家
主
権
の
性
質
に
つ
い
て
の
概
説
、
超
国
家
主
義
観
念
の
フ
オ
ー
ミ
ユ
レ
イ
シ
ョ
ン
、
な
ら
び
に
五
裁
判
所
－
中

米
司
法
裁
判
所
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
、
国
際
司
法
裁
判
所
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
共
同
体
裁
判
所
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
人
権
裁
判
所
1
の
超
国
家
的
性

格
に
関
す
る
研
究
上
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
設
定
を
試
み
る
。
第
二
の
部
分
（
第
三
章
～
第
六
章
）
で
は
、
前
の
部
分
で
設
定
さ
れ
た
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
具
体
的
に
前
記
の
五
裁
判
所
に
適
用
し
て
検
討
す
る
。
最
後
に
（
第
七
章
）
、
国
際
裁
判
所
に
お
け
る
国
家
主
権
の
立
場
を
如
何

に
把
握
し
う
る
か
、
主
権
国
家
を
超
え
る
統
合
と
国
際
裁
判
所
の
役
割
に
関
す
る
諸
点
に
つ
い
て
一
定
の
結
論
を
導
く
。
以
下
に
お
い
て
、
本

書
の
内
容
を
概
観
し
な
が
ら
、
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（
一
）

　
最
初
の
部
分
（
第
一
章
）
で
は
、
超
国
家
主
義
観
念
と
国
家
主
権
制
限
に
関
す
る
現
象
1
と
く
に
国
際
裁
判
所
に
付
与
さ
れ
る
超
国
家
的
性

格
の
要
素
1
の
把
握
の
た
め
の
フ
レ
：
ム
ワ
ー
ク
の
設
定
に
重
点
が
お
か
れ
、
る
。
国
際
関
係
に
お
け
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
．
シ
ス
テ
ム

（
⇔
魯
8
あ
翼
①
亀
器
B
）
あ
る
い
は
二
つ
の
対
峙
す
る
極
、
す
な
わ
ち
主
権
諸
国
の
世
界
（
鱒
巧
R
罷
○
房
○
毒
匡
α
q
昌
も
。
酢
館
＄
ω
）
と
秩
序
的
な
国
際

関
係
の
必
要
（
魯
①
希
a
胤
9
0
乱
R
①
象
日
R
昌
客
○
寓
マ
Φ
顛
ご
霧
）
を
如
何
に
把
握
す
る
か
に
関
連
し
、
世
界
政
治
の
基
本
的
な
政
治
的
単
位
、

世
界
秩
序
の
創
造
に
対
す
る
障
害
は
国
家
で
あ
り
、
基
本
的
な
要
素
は
主
権
観
念
で
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
国
家
間
行
為
を
規
律
す
る
超
国

家
的
組
織
の
創
設
及
び
こ
れ
ら
の
組
織
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
に
た
い
す
る
現
代
的
な
企
図
の
必
要
条
件
は
、
主
権
が
一
般
に
意
味
す
る
と

こ
ろ
の
こ
と
の
考
察
に
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
の
目
的
は
、
主
権
の
厳
密
な
法
律
的
定
義
を
確
定
し
た
り
法
律
的
・
政
治
的
理
論
上
の
主
権
の

多
様
な
差
異
を
探
究
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
主
権
観
念
が
過
去
に
お
い
て
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
に
意
味
し
た
こ
と
又
は
主
権
に
た
い
す
る

潜
在
的
な
超
国
家
的
制
限
が
将
来
意
味
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
イ
ブ
を
呈
示
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。
主
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権
の
「
量
的
な
（
ρ
惹
艮
幽
翼
剛
お
）
」
制
限
は
二
つ
の
異
な
る
が
相
互
関
連
を
も
つ
原
因
i
世
界
政
治
の
性
質
と
任
意
的
な
制
限
へ
の
服
従
（
〈
o
ξ
守

＄
曙
ω
昏
ヨ
誇
｝
9
8
目
婁
ユ
＆
o
霧
）
ー
か
ら
生
じ
、
前
者
に
よ
る
主
権
制
限
は
主
に
世
界
的
発
展
の
副
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
に
密
接
に
関
連
す

る
の
は
諸
国
に
よ
る
自
ら
の
主
権
制
限
の
合
意
で
あ
る
と
す
る
。

　
「
超
国
家
的
」
と
い
う
用
語
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
以
前
に
は
余
り
用
い
ら
れ
ず
、
例
え
ば
四
巧
葦
屋
目
及
び
の
・
口
o
且
に
よ
れ
ば
、
「
超

国
家
的
組
織
と
加
盟
諸
国
と
の
間
の
権
限
の
分
割
」
と
し
て
把
握
さ
れ
、
「
超
国
家
的
」
は
主
権
放
棄
を
意
味
せ
ず
む
し
ろ
諸
国
は
国
家
的
諸

問
題
に
た
い
す
る
完
全
な
主
権
を
保
持
す
る
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
た
。
超
国
家
主
義
観
念
に
関
し
て
「
超
国
家
性
（
段
冥
磐
蝕
o
壁
一
ぞ
）
」
が

位
置
づ
け
ら
れ
る
範
囲
は
政
府
間
組
織
（
一
日
Φ
お
○
お
ヨ
日
8
邑
R
題
鉱
N
客
8
）
と
連
邦
制
（
｛
a
R
蝕
8
）
の
間
に
あ
る
が
、
「
超
国
家
性
」
の
明

確
な
限
界
又
は
一
葺
Φ
旨
蝕
9
巴
と
頴
留
邑
と
の
間
の
相
対
的
位
置
は
明
確
に
さ
れ
え
ず
、
「
超
国
家
的
」
た
る
範
囲
は
ぼ
R
器
＄
o
お
ΩD
三
N
寧

δ
蕊
（
ω
5
讐
9
話
3
ぎ
身
p
α
q
窪
）
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
両
端
を
画
す
と
す
る
。
超
国
家
主
義
を
一
応
定
義
す
れ
ば
、
「
『
超
国
家
的
』
と
い
う
用

語
は
、
国
際
組
織
に
署
名
国
が
通
常
で
は
主
権
国
家
の
政
府
機
関
に
よ
っ
て
の
み
行
使
さ
れ
る
あ
る
限
定
さ
れ
た
留
畠
δ
マ
目
路
一
薦
唇
巧
虞
ω

を
移
譲
し
、
そ
の
権
限
は
あ
る
特
定
の
状
況
の
下
で
諸
困
又
は
そ
の
住
民
に
対
す
る
拘
束
規
範
を
発
す
る
権
能
を
包
含
す
る
こ
と
を
、
示
す
」
と

し
、
超
国
家
主
義
の
三
つ
の
本
質
的
な
特
質
は
、
e
あ
る
共
通
の
組
織
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
若
干
の
諸
国
問
の
共
通
利
益
（
8
B
日
〇
三
早

①
8
器
し
葺
働
卿
ω
8
B
旨
旨
。
。
）
、
⇔
こ
れ
ら
の
組
織
の
業
務
上
の
実
際
的
権
限
（
お
巴
B
≦
Φ
β
2
薯
○
富
泳
Φ
尻
）
の
配
分
、
㊧
こ
の
権
限
の
自
主

性
（
磐
δ
8
B
矯
○
㌘
霞
。
。
唇
巧
R
”
鋤
9
8
0
琶
Φ
留
8
9
舅
o
ε
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
上
の
基
礎
は
諸
国
の
同
意
に
あ
り
、
訴
訟
当
事
者
は
主
権
国
家
と
さ
れ
る
が
、
裁
判
所
の
権
限
が
こ
の
レ
ベ
ル
を
超

え
る
分
野
に
お
い
て
は
超
国
家
的
権
限
が
存
在
す
る
。
い
く
つ
か
の
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
権
限
を
暗
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
若
干
の
分
野

に
お
い
て
強
力
な
超
国
家
的
権
限
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
権
限
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
8
裁
判
所
を
設
立
し
た
政
治
家

の
予
期
（
突
需
暴
ぎ
窃
9
器
＄
ω
B
窪
毛
冒
R
8
8
費
ぎ
8
霞
一
）
、
⇔
裁
判
所
の
構
成
上
の
基
礎
（
。
8
毘
ε
ぎ
昌
巴
げ
鼠
ω
）
日
裁
判
所
の
実
行

（
℃
声
＆
8
0
㌘
箒
8
貫
暦
）
と
い
う
三
点
か
ら
検
討
さ
れ
え
、
超
国
家
的
性
格
を
最
も
よ
く
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
の
要
素
は
、
＠
管
膳
権
、
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⑥
当
事
者
、
＠
処
理
（
駐
2
ω
蕉
9
）
、
⑥
裁
判
上
の
公
正
（
言
島
。
邑
冒
窓
同
鼠
一
芽
）
、
＠
執
行
、
で
あ
る
と
す
る
。
中
く
●
＞
．
菊
窪
お
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
法
は
不
変
的
な
も
の
で
は
な
く
む
し
ろ
社
会
の
機
能
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
国
際
社
会
の
場
合
に
真
実
で
あ
る
。
裁
判
所
は
安

定
性
の
認
証
刻
印
と
し
て
ま
た
社
会
規
範
を
支
え
る
法
規
範
の
基
本
的
な
確
定
者
と
し
て
、
国
際
組
織
に
付
与
さ
れ
た
超
国
家
的
権
限
に
対
す

る
主
権
国
家
に
と
っ
て
の
寛
容
の
限
度
を
測
る
基
準
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
国
際
的
な
司
法
裁
判
所
（
艮
。
旨
器
9
巴
8
霞
暦
○
｛
一
署
）
に
お

い
て
は
漢
然
と
し
た
主
権
（
夢
①
器
げ
巳
2
巽
蒔
げ
δ
○
註
o
＜
R
①
蒔
日
図
）
は
「
法
の
支
配
」
に
明
ら
か
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
か
く
し

て
、
こ
の
こ
と
は
実
際
上
は
ど
う
な
の
か
又
は
超
国
家
的
な
裁
判
所
は
理
想
主
義
的
な
期
待
の
ま
ま
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
前
記
の

五
裁
判
所
は
　
〇
十
分
に
確
立
し
た
国
際
的
な
司
法
裁
判
所
で
あ
り
、
⇔
超
国
家
主
義
の
（
顕
在
的
又
は
潜
在
的
な
）
要
素
を
も
つ
と
い
う
判

断
か
ら
考
察
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
た
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
第
二
の
部
分
（
第
二
章
～
第
六
章
）
で
は
、
中
米
司
法
裁
判
所
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
、
国
際
司
法
裁
判
所
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判

所
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
五
裁
判
所
の
超
国
家
的
権
限
に
つ
い
て
、
前
記
の
三
つ
の
観
点
（
政
治
家
の
予
期
、
構
成
上
の
基
礎
、
裁
判

所
の
実
行
）
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
本
来
こ
れ
ら
の
五
裁
判
所
の
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
小
稿
で
は
、
現
在
の
国
際
社
会
に
お
い
て
普
遍
主
義
に
基
づ
く
一
般
国
際
組
織
と
し
て
創
設
さ
れ
た
国
際
連
合
の
主
要
機
関
と
く
に
主
要
な

司
法
機
関
で
あ
る
国
際
司
法
裁
判
所
に
つ
い
て
、
著
者
が
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
政
治
家
の
予
期
の
観
点
か
ら
は
、
非
公
式
同
盟
諸
国
閲
委
員
会
、
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
提
案
、
ワ
シ
ン
ト
ン
法
律
家
委
員
会
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
議
論
さ
れ
た
諸
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
国
際
司
法
裁
判
所
は
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
と
同
様
に
超
国
家
的
裁
判

所
（
ω
毛
鍔
壼
ぎ
富
ぎ
8
邑
で
は
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
方
向
で
の
あ
る
潜
在
的
な
も
の
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
国
際
連
合
の

創
設
に
関
与
し
た
政
治
家
た
ち
は
国
際
連
盟
創
設
の
際
の
議
論
を
吸
収
し
、
。
・
も
竈
き
江
o
塗
評
B
対
鐸
Φ
お
o
お
ヨ
B
8
邑
碇
ヨ
の
議
論
が
注
目
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の
焦
点
と
さ
れ
た
と
す
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
の
議
論
の
主
な
主
題
は
、
裁
判
所
の
管
轄
権
と
判
決
の
執
行
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ

た
。
各
国
代
表
は
強
制
管
轄
権
（
8
B
薯
ぎ
q
言
冨
象
＆
8
）
採
択
に
賛
否
の
種
々
の
見
解
を
示
し
た
が
、
超
国
家
主
義
へ
の
動
向
は
結
局
具

体
化
さ
れ
ず
、
選
択
的
管
轄
権
（
○
曾
o
惹
ご
ξ
一
窪
＆
9
）
を
規
定
す
る
裁
判
所
規
程
第
三
六
条
が
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
、
諸
国
の
多
く

は
8
。
巨
9
ー
ヨ
¢
。
匹
轟
嘆
巽
o
窓
身
窃
を
国
際
団
体
に
移
譲
す
る
こ
と
に
ー
少
く
と
も
国
際
裁
判
所
の
強
制
管
轄
権
の
分
野
に
お
い
て
1
自
発

的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
超
国
家
的
意
義
に
関
す
る
別
の
重
要
な
閥
題
は
、
裁
判
所
の
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
っ
た
。
各
国

は
裁
判
所
の
裁
判
に
従
う
義
務
を
も
つ
と
い
う
観
念
に
効
力
を
与
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
提
案
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
国
際
連
合
憲
章
第

九
四
条
一
項
と
し
て
成
立
し
た
。
し
か
し
、
安
全
保
障
理
事
会
を
国
際
司
法
裁
判
所
の
執
行
機
関
（
Φ
気
貫
8
B
Φ
日
お
窪
身
）
と
す
る
こ
と
は
国

際
連
合
機
構
に
超
国
家
的
な
側
面
（
㊤
8
旨
巴
p
ω
后
窓
器
ぎ
葛
一
霧
需
。
一
）
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
諸
国
（
と
く
に
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
ソ
連
）
は
終
始
こ
の
点
を
恐
れ
回
避
し
た
。
従
っ
て
、
跨
①
C
翫
酔
8
Z
g
D
島
露
ε
＆
置
巴
亀
器
営
は
国
際
連
盟
に
優
る
超
国
家
的
な

前
進
を
示
さ
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。

　
次
に
構
成
上
の
基
礎
の
観
点
か
ら
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
と
同
様
に
、
欧
米
諸
国
は
冨
貝
し
て
裁
判
所
の

構
成
に
優
位
を
保
ち
、
欧
米
の
法
体
系
の
伝
統
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
若
干
の
諸
国
（
例
、
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
困
）

は
一
貫
し
て
裁
判
官
席
を
も
っ
た
の
で
あ
り
、
裁
判
官
に
対
す
る
国
家
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
に
関
連
し
、
裁
判
官
候
補
者
の
選
出
は
究
極

的
に
総
会
及
び
安
全
保
障
理
事
会
で
の
政
治
的
強
度
に
依
存
す
る
と
述
べ
る
。
国
際
連
合
体
制
に
お
け
る
判
決
の
執
行
は
憲
章
第
九
四
条
二
項

に
基
づ
く
安
全
保
障
理
事
会
の
役
割
の
た
め
に
国
際
連
盟
の
下
で
よ
り
も
基
本
的
に
一
層
強
力
に
な
っ
た
が
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
常
設
国
際

司
法
裁
判
所
以
上
の
超
国
家
的
な
前
進
を
ほ
と
ん
ど
示
さ
な
か
っ
た
と
す
る
。

　
さ
ら
に
裁
判
所
の
実
行
の
観
点
か
ら
、
強
制
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
結
果
的
に
、
四
三
ケ
国
の
み
が
強
制
管
轄
権
受
諾
宣
言
を
寄
託
し
た

（
一
九
六
八
年
七
月
三
一
日
現
在
）
が
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
特
徴
は
、
ソ
連
を
除
く
す
べ
て
の
大
国
は
強
制
管
轄
権
を
受
諾
し
て
い
る
も
の
の
、

不
幸
に
も
こ
れ
は
幻
想
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
国
家
は
留
保
を
付
し
～
若
干
の
も
の
は
全
く
単
純
で
、
あ
る
も
の
は
裁
判
所
の
管
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轄
権
の
実
効
性
の
程
度
を
実
際
上
不
明
確
に
す
る
ほ
ど
複
雑
で
制
限
的
で
あ
る
（
例
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
留
保
）
ー
、
こ
れ
は
国
際
的

な
法
の
支
配
の
遂
行
を
不
十
分
に
す
る
と
述
べ
る
。
裁
判
上
の
公
正
と
の
関
連
で
は
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
真
実
で
あ
っ
た
如
く
、

国
際
司
法
裁
判
所
の
裁
判
官
が
出
身
国
の
路
線
に
そ
っ
て
投
票
す
る
例
が
あ
り
、
裁
判
官
の
国
籍
と
彼
の
投
票
と
の
間
の
相
互
関
連
性
は
、
実

際
に
国
家
主
義
が
裁
判
所
に
は
び
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
ほ
ど
高
い
。
と
く
に
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
は
彼
が
代
表
し
た
国
家
の
立
場

と
一
致
し
た
と
す
る
。
判
決
の
執
行
と
の
関
連
で
は
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
の
履
行
を
当
事
国
が
拒
否
し
た
例
は
な
い
が
、
国
際
司

法
裁
判
所
の
二
九
の
判
決
の
う
ち
不
履
行
は
二
つ
の
事
例
（
コ
ル
フ
海
峡
事
件
、
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
石
油
会
社
事
件
）
に
生
じ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
適
用
さ
れ
う
る
よ
り
強
力
な
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
す
れ
ば
少
々
皮
肉
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
政
治
的
要
因
が
一
般
国
際
組
織
の
部
分
と
し
て
の
二
つ
の
国
際
裁
判
所
に
浸
透
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
ら
二
つ
の
裁
判
所
の
場
合
に
超
国
家
的
な
潜
在
性
が
あ
っ
た
が
そ
れ
は
実
現
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
国
際
連
合
の
機
関
の
権
限
は
二
一
四
ケ
国

（
一
九
六
八
年
七
月
現
在
の
国
連
加
盟
国
）
の
間
で
達
成
さ
れ
う
る
チ
巴
o
≦
婁
8
ヨ
ヨ
9
α
8
0
ヨ
ぎ
讐
9
0
霊
α
q
お
Φ
B
Φ
旨
よ
り
も
大
で
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
の
困
難
は
、
単
位
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
ー
と
く
に
そ
の
単
位
が
文
化
、
法
体
系
、
歴
史
の
共

通
性
を
多
く
も
つ
な
ら
ば
ー
よ
り
高
度
の
合
意
を
達
成
す
る
機
会
は
大
に
な
る
こ
と
を
暗
示
す
る
と
述
べ
る
。
中
米
司
法
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の

特
性
を
も
っ
た
が
、
し
か
し
達
成
さ
れ
た
合
意
は
法
律
的
局
面
の
み
で
あ
り
政
治
的
現
実
に
基
礎
を
も
た
な
か
っ
た
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所

及
び
国
際
司
法
裁
判
所
は
政
治
的
現
実
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
が
、
相
応
的
に
弱
体
で
あ
っ
た
。
事
実
上
の
根
拠
の
あ
る
地
域
的
裁
判
所
の
典
型

は
、
二
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
裁
判
所
に
実
現
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判
所
は
政
治
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
強
力
な
基
礎
の
故
に
高
度
な
超

国
家
的
権
限
を
も
ち
、
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
バ
人
権
裁
判
所
の
超
国
家
的
プ
ロ
ミ
ス
は
潜
在
的
な
ま
ま
で
あ
る
と
論
述
す
る
。

（
三
）
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最
後
の
部
分
（
第
七
章
）
に
お
い
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
主
権
は
ネ
ー
シ
．
ン
．
ス
テ
ー
ト
の
基
本
的
要
素
で
あ
り
ネ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
が
、
現
実
的
な
制
限
ー
世
界
政
治
に
よ
る
制
限
と
諸
国
が
任
意
的
に
服
す
る
制
限
i
に

服
し
、
そ
の
所
産
、
と
く
に
後
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
共
同
体
の
よ
う
な
国
際
組
織
を
通
じ
て
の
国
際
的
統
合
で
あ
る
。
諸
国
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
．

ス
テ
ー
ト
を
超
え
た
協
力
を
求
め
、
こ
の
一
表
示
は
超
国
家
主
義
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
国
際
裁
判
所
は
主
権
諸
国
が
寛
容
す
る
超
国
家
的
統
合

（
豊
領
欝
注
o
尽
＝
目
罐
鍔
江
8
）
の
最
低
レ
ベ
ル
の
可
能
な
測
定
装
置
と
し
て
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
．
ス
テ
ー
ト
の
み
が
国
際
関

係
に
お
け
る
主
要
な
行
動
者
で
あ
り
、
究
極
的
な
政
治
的
権
限
は
な
お
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
に
あ
る
。
か
く
し
て
、
五
裁
判
所
の
冒
旨
巨

露
ω
8
身
の
過
程
に
お
い
て
諸
国
は
種
々
の
程
度
で
主
権
制
限
に
同
意
し
た
が
、
国
際
裁
判
所
に
国
家
的
事
項
に
関
す
る
完
全
な
司
法
的
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
移
譲
し
た
例
は
な
い
と
述
べ
る
。

　
超
国
家
的
権
限
を
も
つ
組
織
の
創
設
は
、
五
裁
判
所
の
各
々
の
創
設
者
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
た
が
、
例
え
ば
国
際
連
盟
、
国
際
連
合
の
場
合

に
そ
の
企
て
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
及
び
国
際
司
法
裁
判
所
両
者
の
現
実
は
、
諸
国
と
く
に
指
導
的
な
諸
国
が
そ
れ

ら
に
超
国
家
的
な
号
。
芭
8
白
蹄
一
お
2
≦
Φ
門
の
を
付
与
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
、
政
治
家
の
超
国
家
的
な
予

期
は
そ
の
時
代
の
政
治
的
現
実
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
、
超
国
家
主
義
者
の
理
想
と
国
家
主
権
の
現
実
の
問
の
コ
ン
プ
ロ
、
・
・
1
は
各
裁
判
所
の
基

本
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
最
も
反
映
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

　
五
裁
判
所
の
う
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
共
同
体
裁
判
所
の
み
が
真
に
超
国
家
的
で
あ
る
。
超
国
家
的
権
限
の
本
質
的
な
特
質
は
、
「
共
通
利
益
」
、

「
実
際
的
権
限
」
、
「
権
限
の
自
主
性
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
国
際
組
織
の
性
質
・
機
能
に
つ
い
て
の
合
意
を
達
成
す
る
た
め
に

十
分
な
国
家
間
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
示
し
、
ま
た
国
家
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
臼
由
な
国
際
組
織
に
た
い
す
る
若
干
の
実
際
上
の
留
。
芭
o
㌣

B
躊
一
お
唇
壽
お
の
委
任
を
示
す
。
五
裁
判
所
の
場
合
に
も
国
際
組
織
の
創
設
に
十
分
な
「
共
通
利
益
」
が
あ
っ
た
が
、
創
設
さ
れ
た
組
織
の

強
さ
は
分
割
利
益
の
レ
ベ
ル
に
比
例
す
る
。
基
本
的
に
、
五
裁
判
所
の
す
べ
て
は
「
共
通
利
益
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
の
権
限
は
基
本
的
に

自
主
的
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
に
付
与
さ
れ
た
「
実
際
的
な
権
限
」
の
程
度
は
不
十
分
で
あ
り
、
参
加
渚
国
に
よ
っ
て
注
意
深
く
コ
ン
ト
ロ
ー
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ル
さ
れ
た
と
す
る
。

　
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
上
の
基
礎
は
同
意
の
原
則
に
あ
り
、
実
際
上
多
数
の
諸
国
は
国
際
法
学
会
決
議
ー
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
又
は

他
の
国
際
裁
判
所
へ
の
付
託
は
友
好
諸
国
間
の
器
民
践
鉱
冥
9
＆
畦
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
お
碧
8
8
日
器
8
に
対
す
る
非
友
好

的
行
為
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
…
の
論
理
を
認
め
ず
、
強
制
管
轄
権
を
受
諾
し
な
か
っ
た
（
強
制
管
轄
権
受
諾
の
中
で
多
く
は
留
保
を
付

し
て
い
る
）
。
現
代
の
国
際
裁
判
所
の
う
ち
で
管
轄
権
上
の
前
進
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判
所
に
み
ら
れ
、
そ
れ
は
最
も
完
全
に
超
国
家
性

の
要
件
を
満
足
す
る
。
個
人
に
よ
る
出
訴
又
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
以
外
の
実
体
に
よ
る
出
訴
を
認
め
た
裁
判
所
（
中
米
司
法
裁
判
所
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判
所
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
）
の
う
ち
、
後
の
二
裁
判
所
の
み
が
実
際
上
現
実
の
個
人
出
訴
権
を
も
つ
と
い
い
う

る
。

　
結
局
、
諸
園
が
国
際
裁
判
所
に
出
訴
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
理
由
に
よ
る
が
、
次
の
よ
う
な
主
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
O
主
権
諸
国
の
事
件
に
敗
北
す
る
こ
と
に
た
い
す
る
単
純
な
恐
れ
、
⇔
裁
判
官
の
「
真
の
公
正
」
に
た
い
す
る
不
信
、
㊧
「
資
本

主
義
的
（
8
営
邑
犀
）
」
又
は
「
植
民
地
主
義
的
（
8
一
8
笹
）
」
な
裁
判
所
に
た
い
す
る
共
産
圏
諸
国
及
び
発
展
途
上
諸
国
に
よ
る
不
信
、
　
で
あ

る
と
述
べ
る
。
最
後
に
、
e
国
際
裁
判
所
の
存
在
及
び
そ
の
①
壱
包
白
Φ
導
蝕
8
は
そ
れ
ら
が
実
際
に
価
値
を
も
つ
と
の
確
信
の
証
拠
で
あ
り
、

⇔
検
討
し
た
五
裁
判
所
の
各
々
の
創
設
に
お
い
て
、
創
設
者
は
超
国
家
的
権
限
を
も
つ
裁
判
所
を
創
設
す
る
考
慮
を
示
し
て
い
た
こ
と
、
日
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判
所
の
み
が
真
に
超
国
家
的
で
あ
る
が
、
五
裁
判
所
の
存
在
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
が
、
実
際
に
は
不
承
不
承

で
あ
る
が
、
そ
の
。
。
o
＜
R
Φ
お
p
留
o
邑
○
㌣
B
農
ぎ
鵬
冥
簿
○
α
q
讐
貯
Φ
を
放
棄
し
う
る
だ
ろ
う
こ
と
を
示
す
と
論
じ
る
、
そ
し
て
、
こ
の
存
在
は
、

よ
り
高
度
な
甘
＆
9
訂
旨
び
R
ξ
の
創
設
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
他
の
実
体
ー
個
人
の
如
き
ー
の
権
利
の
承
認
に
お
い
て
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

テ
ー
ト
を
超
え
る
こ
と
の
可
能
性
を
示
し
、
こ
の
事
実
が
歴
史
に
よ
っ
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
結
論
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
以
上
、
本
書
を
概
観
し
て
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
み
た
。
は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
す
な
わ
ち
国
際
社
会
の
組
織
化
の
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傾
向
と
国
家
主
権
制
限
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
ま
た
極
め
て
困
難
な
研
究
作
業
を
必

要
と
し
よ
う
。
今
後
、
国
家
主
権
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
国
際
法
学
の
研
究
分
野
に
お
い
て
も
、
最
も
論
議
の
対
象
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
分
野

の
【
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
際
社
会
あ
る
い
は
国
際
関
係
の
究
極
的
な
実
践
主
体
は
今
口
に
お
い
て
も
な
お
主
権
国
家
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
資
本
主
義
諸
国
、
社
会
主
義
諸
国
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ら
び
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
な
ど
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
体
制
に

お
い
て
多
様
な
差
異
を
も
つ
諸
国
か
ら
な
る
現
代
国
際
社
会
の
構
造
基
盤
を
鋭
く
分
析
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
際
社
会
に

お
け
る
国
家
主
権
観
念
の
意
義
を
如
何
に
把
握
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
さ
れ
よ
う
。

　
国
際
社
会
の
組
織
化
と
国
家
主
権
制
限
あ
る
い
は
国
家
主
権
観
念
と
超
国
家
主
義
観
念
の
問
題
は
、
本
書
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
、

確
か
に
一
つ
に
は
国
際
裁
判
ま
た
は
国
際
裁
判
所
の
場
面
に
お
い
て
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
本
書
の
研
究
が
、
そ
の

研
究
対
象
を
国
際
裁
判
所
の
超
国
家
的
権
限
の
考
察
に
重
点
を
お
き
実
証
的
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
、
価
値
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
可

能
な
ら
ば
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
機
能
的
な
発
展
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研
究
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
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